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明
治
時
代
の
劇
を
研
究
す
る
人
々
の
参
考
に
も
な
ろ
う
か
と
思
っ
て
、
左
の

演
劇
年
表
を
作
っ
て
み
た
。
勿
論
完
全
な
物
で
は
な
い
が
、
先
ず
こ
の
く
ら

い
の
事
は
知
っ
て
い
て
も
好
か
ろ
う
と
い
う
程
度
で
編
集
し
た
の
で
あ
る
。

但
し
そ
の
年
表
が
東
京
だ
け
に
と
ど
ま
っ
て
、
関
西
方
面
ま
で
手
が
廻
ら
な

い
の
は
、
編
者
が
関
西
劇
界
の
事
情
を
よ
く
諳そら
ん
じ
て
い
な
い
が
た
め
で
あ

る
。

明
治
の
初
年
は
、
江
戸
か
ら
東
京
へ
移
っ
た
過
渡
時
代
で
、
編
入
す
べ
き
事

項
も
頗
る
多
い
が
、
こ
こ
に
は
そ
の
大
体
を
記
す
に
と
ど
め
て
置
く
。
あ
ま

り
繁
瑣
に
わ
た
る
こ
と
を
避
け
た
た
め
で
あ
る
。
　
　
　
（
岡
本
綺
堂
）
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明
治
元
年
（
戊
辰
）
　
一
八
六
八

○
天
下
の
形
勢
不
穏
の
た
め
、
猿
若
町
の
三
座
と
も
正
月
興
行
を
休
み
、
二

月
に
至
り
て
漸
く
開
場
。

○
五
月
十
五
日
、
市
村
座
と
守
田
座
の
開
演
中
に
、
上
野
彰
義
隊
の
戦
闘
あ

り
。
そ
の
後
も
市
中
お
だ
や
か
な
ら
ず
、
劇
界
不
振
を
き
わ
む
。

○
八
月
、
市
村
家
橘
か
き
つ
改
名
し
て
五
代
目
尾
上
菊
五
郎
と
な
る
。
時
に
二
十
五

歳
。

○
九
月
二
十
三
日
の
夜
、
河
原
崎
権
之
助
、
今
戸
の
宅
に
て
浪
士
の
強
盗
に

斬
殺
せ
ら
る
。
養
子
権
十
郎
は
幸
い
に
免
か
る
。
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二
年
（
己
巳
）
　
一
八
六
九

○
三
月
、
河
原
崎
権
十
郎
、
養
父
の
あ
と
を
襲
い
で
七
代
目
河
原
崎
権
之
助

と
改
め
、
市
村
座
に
お
い
て
「
勧
進
帳
」
の
弁
慶
を
勤
む
。

○
八
月
、
市
村
座
に
お
い
て
「  

桃    

山    

譚  

も
も
や
ま
も
の
が
た
り
」
を
初
演
。
権
之
助
の
地
震

加
藤
、
大
好
評
。

○
劇
場
は
依
然
と
し
て
不
振
の
状
態
を
つ
づ
け
、
各
座
い
ず
れ
も
経
営
に
苦

し
む
。

　
　
　
三
年
（
庚
午
）
　
一
八
七
〇

○
三
月
、
守
田
座
に
お
い
て
市
川
左
団
次
の
丸
橋
忠
弥
初
演
、
大
好
評
。

○
四
月
、
三
代
目
沢
村
田
之
助
、
再
び
脱
疽
だ
っ
そ
の
た
め
に
残
る
片
足
を
切
断
す
。
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○
六
月
、
市
村
座
六
月
興
行
の
入
場
料
は
、
桟
敷
代
八
十
五
匁
、
高
土
間
八

十
匁
、
平
土
間
七
十
五
匁
。

　
参
考
の
た
め
に
市
村
座
の
入
場
料
を
掲
げ
た
る
が
、
他
も
大
同
小
異
と
知

る
べ
し
。
こ
れ
は
桟
敷
ま
た
は
土
間
一
間
ひ
と
ま
の
価
に
て
、
そ
の
当
時
の
一
間
は

七
人
詰
な
り
。
江
戸
時
代
に
は
桟
敷
三
十
五
匁
、
土
間
二
十
五
匁
が
普
通
に

て
、
そ
れ
に
比
較
す
れ
ば
明
治
以
後
は
大
い
に
騰
貴
し
た
る
次
第
な
る
が
、

一
匁
は
一
銭
六
厘
五
毛
な
れ
ば
、
平
土
間
七
十
五
匁
は
一
円
二
十
三
銭
七
厘

五
毛
、
そ
れ
を
七
人
に
割
付
け
る
と
き
は
、
一
人
前
は
十
七
銭
六
厘
余
に
相

当
す
。

○
十
二
月
十
八
日
、
三
代
目
関
三
十
郎
死
す
、
六
十
六
歳
。
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四
年
（
辛
未
）
　
一
八
七
一

○
一
月
、
中
村
翫
雀
大
阪
よ
り
上
京
し
、
守
田
座
に
お
け
る
御
目
見
得
狂
言

の
三
浦
之
助
、
好
評
。

○
七
月
、
守
田
座
に
て
「
亀
山
の
仇
討
」
を
開
演
中
、
石
井
兵
助
を
勤
む
る

嵐
璃
鶴
が
召
捕
ら
れ
て
、
後
に
懲
役
三
カ
年
を
申
渡
さ
る
。
小
林
金
平
の
妾

お
き
ぬ
が
璃
鶴
と
私
通
し
、
遂
に
金
平
を
毒
殺
す
る
に
至
り
し
よ
り
、
お
き

ぬ
は
死
罪
、
璃
鶴
は
連
坐
の
刑
に
問
わ
れ
し
な
り
。

○
十
月
二
十
二
日
、
六
代
目
市
川
団
蔵
、
大
阪
に
死
す
、
七
十
二
歳
。
彼
は

前
名
を
九
蔵
と
い
い
、
天
保
十
一
年
河
原
崎
座
に
お
い
て
「
勧
進
帳
」
初
演

の
当
時
、
富
樫
左
衛
門
を
勤
め
た
り
。

○
十
月
、
仏
人
ス
リ
エ
、
九
段
招
魂
社
に
て
曲
馬
を
興
行
す
。
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五
年
（
壬
申
）
　
一
八
七
二

○
二
月
、
守
田
座
の
座
主
守
田
勘
弥
、
猿
若
町
よ
り
京
橋
区
新
富
町
六
丁
目

へ
転
座
を
出
願
し
、
四
月
に
至
っ
て
許
可
せ
ら
る
。

　
天
保
以
後
、
明
治
の
初
年
に
至
る
ま
で
、
三
座
は
み
な
浅
草
の
猿
若
町
に

封
じ
籠
め
ら
れ
、
中
村
座
は
一
丁
目
、
市
村
座
は
二
丁
目
、
守
田
座
は
三
丁

目
に
あ
り
。
江
戸
が
東
京
と
改
ま
り
し
に
就
て
は
、
劇
場
が
浅
草
の
ご
と
き

偏
寄
か
た
よ
り
た
る
場
所
に
あ
る
は
不
利
益
と
観
て
、
市
の
中
央
た
る
京
橋
に
打
っ

て
出
づ
る
こ
と
を
企
て
し
は
、
守
田
勘
弥
の
慧
眼
と
い
う
べ
し
。

○
二
月
、
二
代
目
岩
井
紫
若
、
八
代
目
半
四
郎
と
改
名
す
。

○
五
月
、
中
村
座
の
大
切
浄
瑠
璃
に
「  

音    
響    
曲    

馬    

鞭  

お
と
に
き
く
き
ょ
く
ば
の
か
わ
む
ち

」
を
上
演
、
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そ
の
こ
ろ
渡
来
せ
る
西
洋
曲
馬
を
脚
色
し
た
る
も
の
に
て
、
菊
五
郎
が
伊
太

利
人
ジ
ョ
ア
ニ
に
扮
し
て
好
評
。

○
八
月
二
十
七
日
、
各
劇
場
の
座
主
は
東
京
府
へ
召
喚
せ
ら
れ
、
興
行
中
は

見
物
人
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
、
桟
敷
、
土
間
の
間
数
を
標
準
と
し
て
、
日

々
百
分
の
一
の
税
銀
を
上
納
す
べ
し
と
申
渡
さ
る
。
劇
場
に
対
す
る
観
覧
税

の
始
め
な
り
。

○
新
富
町
守
田
座
、
新
築
落
成
し
て
、
十
月
三
日
よ
り
開
場
。
狂
言
は
一
番

目
「   

三 

国 

無 

双 

瓢 

軍 

扇   

さ
ん
ご
く
ぶ
そ
う
ひ
さ
ご
の
ぐ
ん
ば
い
」
、
二
番
目
「
ざ
ん
ぎ
り
お
富
」
に
て
、
権

之
助
、
左
団
次
、
仲
蔵
、
半
四
郎
、
翫
雀
ら
出
勤
す
。
同
座
は
在
来
の
構
造

に
種
々
の
改
良
を
加
え
、
そ
の
当
時
の
劇
場
と
し
て
は
、
も
っ
と
も
進
歩
し

た
る
も
の
と
称
せ
ら
る
。
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六
年
（
癸
酉
）
　
一
八
七
三

○
三
月
、
村
山
座
の
一
番
目
「
酒
井
の
太
鼓
」
に
て
、
権
之
助
の
酒
井
左
衛

門
尉
と
菊
五
郎
の
鳴
瀬
東
蔵
と
の
渡
り
台
詞
に
「
か
く
文
明
の
世
の
中
に
、

開
化
を
知
ら
ぬ
は
愚
お
ろ
かで
ご
ざ
る
」
と
い
い
、
観
客
は
そ
の
時
代
違
い
を
咎
め

ず
し
て
、
大
い
に
喝
采
せ
り
。
い
わ
ゆ
る
文
明
開
化
と
い
う
言
葉
が
、
い
か

に
流
行
し
た
る
か
を
察
す
べ
し
。

○
六
月
、
中
村
座
の
二
番
目
「
梅
雨
小
袖
昔
八
丈
」
を
初
演
。
菊
五
郎
の
髪

結
新
三
、
仲
蔵
の
家
主
長
兵
衛
と
弥
太
五
郎
源
七
、
い
ず
れ
も
好
評
。

○
九
月
、
河
原
崎
権
之
助
は
市
川  

三    
升  

さ
ん
し
ょ
う

と
改
名
。

○
十
一
月
、
守
田
座
に
て
「
東
京
日
日
新
聞
」
を
上
演
。
新
聞
物
を
舞
台
に
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上の
せ
た
る
嚆
矢
な
り
。

○
東
京
府
令
に
よ
っ
て
市
内
の
劇
場
を
十
カ
所
と
定
め
ら
れ
た
れ
ば
、
在
来

の
三
座
の
ほ
か
に
、
京
橋
区
中
橋
の
沢
村
座
、
日
本
橋
区
久
松
町
の
喜
昇
座
、

お
な
じ
く
蠣
殻
町
の
中
島
座
、
四
谷
の
桐
座
、
本
郷
区
春
木
町
の
奥
田
座
な

ど
、
相
前
後
し
て
新
築
開
場
せ
り
。

　
　
　
七
年
（
甲
戌
）
　
一
八
七
四

○
一
月
、
中
村
座
の
番
附
に
「
午
前
七
時
よ
り
相
始
め
、
午
後
五
時
迄
」
と

記
載
す
。
こ
れ
ま
で
劇
場
の
開
演
時
間
に
一
定
の
制
限
な
く
、
単
に
多
年
の

習
慣
に
因
っ
て
、
「
早
朝
よ
り
相
始
め
」
と
い
う
に
過
ぎ
ざ
り
し
に
、
中
村

座
が
初
め
て
開
場
と
閉
場
の
時
間
を
番
附
に
明
記
し
た
り
。
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○
五
月
、
沢
村
座
の
番
附
に
、
桟
敷
代
上
等
金
一
円
八
十
五
銭
、
中
等
一
円

四
十
銭
、
高
土
間
上
等
一
円
七
十
銭
、
中
等
一
円
三
十
銭
、
平
土
間
上
等
一

円
五
十
銭
、
中
等
一
円
十
銭
と
記
載
す
。
劇
場
の
観
覧
料
は
多
年
の
習
慣
に

従
っ
て
、
今
ま
で
銀
何
匁
と
唱
え
来
た
り
し
が
、
こ
の
座
が
初
め
て
何
円
何

十
銭
に
改
め
、
爾
来
そ
の
例
に
倣
う
も
の
続
々
あ
ら
わ
る
。

○
七
月
、
芝
新
堀
に
河
原
崎
座
の
新
築
落
成
し
て
開
場
。
市
川
三
升
は
九
代

目
市
川
団
十
郎
を
襲
名
し
て
座
主
と
な
る
。
時
に
三
十
六
歳
。

○
九
月
、
嵐
璃
鶴
は
満
期
出
獄
し
て
団
十
郎
の
門
下
と
な
り
、
市
川
権
十
郎

と
改
名
し
て
河
原
崎
座
に
出
勤
す
。

　
　
　
八
年
（
乙
亥
）
　
一
八
七
五
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○
一
月
、
守
田
座
は
新
富
座
と
改
称
す
。
巨
額
の
負
債
の
嵩
み
し
た
め
な
り
。

但
し
一
月
狂
言
の
「
大
岡
政
談
」
に
、
彦
三
郎
の
越
前
守
、
菊
五
郎
の
天
一

坊
、
左
団
次
の
伊
賀
之
亮
、
い
ず
れ
も
好
評
。

○
一
月
、
東
京
府
令
に
よ
り
、
俳
優
は
税
金
と
し
て
上
等
五
円
、
中
等
二
円

五
十
銭
、
下
等
一
円
、
劇
場
附
の
茶
屋
は
一
円
を
納
む
る
こ
と
と
な
る
。
い

ず
れ
も
月
税
な
り
。

○
六
月
十
四
日
、
二
代
目
尾
上
菊
次
郎
大
阪
に
死
す
、
六
十
二
歳
。
江
戸
末

期
を
盛
り
と
し
た
る
女
形
に
て
、
名
人
小
団
次
の
女
房
役
者
と
し
て
世
に
知

ら
る
。

　
　
　
九
年
（
丙
子
）
　
一
八
七
六
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○
三
月
、
中
村
座
の
二
番
目
に
新
作
「
偽
織
大
和
錦
」
を
初
演
。
仲
蔵
の
馬

子
丑
蔵
が
田
舎
訛
り
の
ベ
エ
ベ
エ
詞
の
ゆ
す
り
場
、
大
好
評
。

○
片
岡
我
童
、
片
岡
我
当
の
兄
弟
、
大
阪
よ
り
上
京
し
て
、
中
村
座
の
三
月

興
行
よ
り
出
勤
。

○
五
月
、
中
村
座
に
て
「
重
盛
諫
言
」
を
上
演
。
団
十
郎
の
重
盛
は
毀
誉
相

半
ば
し
た
る
が
、
い
わ
ゆ
る
「
活
歴
」
な
る
史
劇
の
新
形
式
は
、
こ
の
頃
よ

り
お
い
お
い
に
芽
を
噴
き
た
る
な
り
。

○
五
月
、
市
川
女
寅
め
と
ら
が
本
郷
の
春
木
座
へ
稽
古
に
通
う
途
中
、
湯
島
切
通
し

の
坂
へ
差
し
か
か
り
し
時
、
俄
か
に
眩
暈
め
ま
い
を
感
じ
て
人
力
車
を
降
り
、
路
ば

た
の
西
洋
小
間
物
屋
へ
転
げ
込
み
し
に
、
店
の
人
々
は
大
家
の
夫
人
と
見
誤

ま
り
し
と
い
う
。
こ
の
当
時
の
女
形
の
風
俗
を
察
す
べ
し
。
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○
十
一
月
二
十
九
日
、
日
本
橋
区
数
寄
屋
町
よ
り
失
火
し
て
、
中
橋
座
も
新

富
座
も
類
焼
す
。

○
十
二
月
三
十
一
日
、
浅
草
区
馬
道
八
丁
目
よ
り
出
火
し
て
、
中
村
座
も
村

山
座
も
類
焼
す
。

　
　
　
十
年
（
丁
丑
）
　
一
八
七
七

○
四
月
、
新
富
座
の
仮
普
請  
出    

来  
し
ゅ
っ
た
い

し
て
開
場
。
俳
優
菊
五
郎
、
左
団
次
、

仲
蔵
、
半
四
郎
、
芝
翫
の
一
座
に
て
、
大
阪
よ
り
中
村
宗
十
郎
も
上
京
し
て

加
入
す
。

○
八
月
七
日
、
三
代
目
桜
田
治
助
死
す
、
七
十
六
歳
。
明
治
以
後
は
多
く
振

る
わ
ざ
り
し
が
、
江
戸
末
期
に
お
け
る
著
名
の
狂
言
作
者
の
一
人
に
て
、
黙
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阿
弥
ら
の
先
輩
な
り
。
「
鬼
神
お
松
」
「
鈴
木
主
水
も
ん
ど
」
「
お
そ
の
六
三
ろ
く
さ
」

「
明
が
ら
す
」
な
ど
、
そ
の
当
り
作
と
し
て
知
ら
る
。
浄
瑠
璃
に
も
有
名
の

作
少
な
か
ら
ず
。

○
十
月
十
三
日
、
五
代
目
坂
東
彦
三
郎
、
大
阪
に
客
死
す
、
四
十
六
歳
。
江

戸
末
期
よ
り
明
治
の
初
年
に
わ
た
る
名
優
の
一
人
に
て
、
団
十
郎
、
菊
五
郎

も
一
時
は
彼
に
圧
倒
さ
れ
た
る
な
り
。

○
十
二
月
、
新
富
座
に
て
「 
黄 
門 

記 

童 

幼 

講 

釈 
こ
う
も
ん
き
お
さ
な
こ
う
し
ゃ
く

」
を
初
演
。
団
十
郎
の

水
戸
黄
門
、
菊
五
郎
の
河
童
の
吉
蔵
、
仲
蔵
の
盲
人
玄
碩
、
い
ず
れ
も
好
評
。

　
　
　
十
一
年
（
戊
寅
）
　
一
八
七
八

○
二
月
二
十
三
日
よ
り
新
富
座
に
て
、
西
南
戦
争
を
脚
色
し
た
る
「
西  

南 

お
き
げ
の

16明治演劇年表



雲 

晴 

朝 

東 

風 
く
も
は
ら
う
あ
さ
ご
ち

」
の
通
し
狂
言
を
上
演
。
八
十
余
日
間
打
ち
通
し
て
、
古

今
稀
な
る
大
入
と
称
せ
ら
る
。
明
治
時
代
に
お
け
る
長
期
興
行
の
レ
コ
ー
ド

な
り
。

○
五
月
十
二
日
、
五
代
目
市
川
門
之
助
死
す
、
五
十
八
歳
。
江
戸
以
来
著
名

の
女
形
な
り
。

○
六
月
、
新
富
座
の
本
建
築
落
成
。
七
、
八
の
両
日
を
以
て
盛
大
な
る
開
場

式
を
行
い
、
顕
官
紳
士
一
千
余
名
を
招
待
す
。
舞
台
開
き
の
狂
言
は
「
松  

ま
つ
の

栄  

千  

代 

田 

神 

徳   

さ
か
え
ち
よ
だ
の
し
ん
と
く

」
に
て
、
団
十
郎
、
菊
五
郎
、
左
団
次
、
仲
蔵
、
半

四
郎
ら
出
勤
。
い
わ
ゆ
る
新
富
座
時
代
は
こ
れ
よ
り
始
ま
る
。

○
こ
の
興
行
よ
り
新
富
座
に
、
初
め
て
花
ガ
ス
を
点
じ
、
大
い
に
見
物
を
お

ど
ろ
か
し
た
り
。
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○
七
月
七
日
、
三
代
目
沢
村
田
之
助
死
す
、
三
十
四
歳
。
中
村
芝
翫
と
共
に
、

江
戸
末
期
よ
り
明
治
初
年
に
わ
た
っ
て
、
満
都
の
人
気
を
集
め
た
る
女
形
に

て
、
脱
疽
だ
っ
そ
の
た
め
に
両
足
を
切
断
し
、
更
に
両
手
を
切
断
し
て
舞
台
に
立
ち

た
る
は
、
劇
界
有
名
の
事
実
な
り
。

○
八
月
、
新
富
座
は
大
暑
の
た
め
に
午
後
五
時
よ
り
開
場
し
、
夜
芝
居
と
い

う
。
わ
が
劇
界
に
お
け
る
夜
間
開
場
の
嚆
矢
と
す
。

　
　
　
十
二
年
（
己
卯
）
　
一
八
七
九

○
二
月
三
日
、
『
歌
舞
伎
新
報
』
第
一
号
を
発
行
す
。
編
集
者
は
久
保
田
彦

作
に
て
、
仮
名
垣
魯
文
そ
の
補
助
た
り
。
劇
界
唯
一
の
機
関
雑
誌
と
し
て
好

劇
家
の
間
に
歓
迎
せ
ら
る
。
こ
の
以
前
に
『
劇
場
新
報
』
な
る
も
の
あ
り
し
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が
、
局
外
者
の
編
集
と
て
十
分
に
手
が
廻
ら
ず
、
久
し
か
ら
ず
し
て
廃
刊
し

た
る
た
め
に
、
『
歌
舞
伎
新
報
』
が
更
に
現
わ
れ
た
る
な
り
。

○
三
月
、
新
富
座
の
一
番
目
「
赤
松
満
祐
」
中
幕
「
勧
進
帳
」
二
番
目
リ
ッ

ト
ン
の
翻
案
「   

人 

間 

万 

事 

金 

世 

中   
に
ん
げ
ん
ば
ん
じ
か
ね
の
よ
の
な
か

」
、
大
入
り
に
て
、
六
十
余
日
を

打
ち
続
け
、
京
浜
在
留
の
外
国
人
よ
り
、
引
幕
を
贈
り
て
総
見
物
あ
り
。

○
五
月
八
日
、
初
代
市
川
女
寅
死
す
、
二
十
八
歳
。
容
貌
技
芸
共
に
す
ぐ
れ
、

前
途
多
望
と
称
せ
ら
れ
た
る
女
形
な
り
。

○
七
月
十
六
日
、
東
京
府
民
有
志
の
発
企
に
て
、
来
朝
中
の
米
国
前
大
統
領

グ
ラ
ン
ト
氏
を
新
富
座
に
招
待
し
、
新
作
の
史
劇
「
後
三
年
奥
州
軍
記
」
と

芸
妓
の
手
踊
を
演
ず
。

○
久
松
町
の
喜
昇
座
は
、
改
築
と
共
に
久
松
座
と
改
称
し
て
大
歌
舞
伎
と
な
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り
、
八
月
六
、
七
、
八
の
三
日
間
に
わ
た
り
て
開
場
式
を
挙
行
す
。

○
久
松
座
の
舞
台
開
き
に
、
大
阪
の
尾
上
多
見
蔵
上
京
し
て
出
勤
。
八
十
三

歳
に
て
石
川
五
右
衛
門
の
宙
乗
り
を
勤
め
、
東
京
の
観
客
を
驚
か
し
た
り
。

○
九
月
、
新
富
座
に
て
新
作
「  

漂  

流  

奇  

談  

西  

洋  

劇  

ひ
ょ
う
り
ゅ
う
き
だ
ん
せ
い
よ
う
か
ぶ
き

」
を
上
演
。
劇

中
劇
と
し
て
、
外
国
の
男
女
俳
優
一
座
を
登
場
さ
せ
た
る
が
、
甚
し
き
不
評

に
終
り
て
莫
大
の
損
失
を
き
た
せ
り
。
守
田
勘
弥
の
蹉
跌
は
こ
れ
に
始
ま
る

と
伝
え
ら
る
。

　
　
　
十
三
年
（
庚
辰
）
　
一
八
八
〇

○
一
月
、
新
富
座
に
て
各
新
聞
記
者
を
招
待
し
て
劇
評
を
依
頼
す
。
劇
場
に

新
聞
記
者
招
待
の
始
め
な
り
。
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○
二
月
三
日
、
日
本
橋
区
橘
町
よ
り
出
火
し
、
久
松
座
は
新
築
後
半
年
に
し

て
類
焼
す
。

○
三
月
、
狂
言
作
者
二
代
目
河
竹
新
七
向
島
の
梅
屋
敷
に
初
代
新
七
の
石
碑

を
建
立
し
、  
荵    

塚  
し
の
ぶ
づ
か

と
い
う
。

○
十
一
月
、
新
富
座
の
二
番
目
に
「   

木 

間 

星 

箱 

根 

鹿 

笛   

こ
の
ま
の
ほ
し
は
こ
ね
の
し
か
ぶ
え

」
を
初
演
。

神
経
病
の
怪
談
に
て
、
菊
五
郎
の
娼
妓
お
さ
よ
、
好
評
。

　
　
　
十
四
年
（
辛
巳
）
　
一
八
八
一

○
二
月
三
日
、
三
代
目
中
村
翫
雀
、
大
阪
に
死
す
、
四
十
一
歳
。
大
阪
の
俳

優
な
れ
ど
、
東
京
に
て
も
評
判
好
か
り
き
。
初
代
中
村
鴈
治
郎
の
父
な
り
。

○
四
月
、
新
富
座
に
て
「   

天 

衣 

紛 

上 

野 
初 
花   

く
も
に
ま
ご
う
う
え
の
の
は
つ
は
な

」
を
上
演
。
河
竹
新
七
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が
そ
の
旧
作
を
改
訂
せ
る
も
の
に
て
、
団
十
郎
の
河
内
山
、
菊
五
郎
の
直
侍
、

左
団
次
の
金
子
市
之
丞
、
半
四
郎
の
三
千
蔵
、
梅
五
郎
の
按
摩
丈
賀
な
ど
、

い
ず
れ
も
無
類
の
出
来
と
賞
讃
せ
ら
る
。

○
六
月
二
十
八
日
、
三
代
目
瀬
川
如
皐
死
す
、
七
十
六
歳
。
江
戸
末
期
に
は

黙
阿
弥
と
対
抗
す
る
著
名
の
狂
言
作
者
に
て
、
「
佐
倉
宗
吾
」
「
切
ら
れ
与

三
郎
」
「
う
わ
ば
み
お
由
」
な
ど
、
そ
の
代
表
作
と
称
せ
ら
る
。

○
六
月
、
新
富
座
に
て
尾
上
梅
五
郎
は
名
題
に
昇
進
し
、
四
代
目
尾
上
松
助

と
改
名
す
。

○
八
月
二
十
五
日
、
北
海
道
官
有
物
払
い
下
げ
問
題
に
つ
い
て
、
福
地
源
一

郎
、
沼
間
守
一
ら
が
、
新
富
座
に
お
い
て
、
政
談
演
説
会
を
ひ
ら
く
。
劇
場

を
演
説
会
場
に
使
用
せ
し
嚆
矢
と
す
。
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○
十
二
月
、
新
富
座
の
二
番
目
に
「  

島  

鵆  

月  

白  

浪  

し
ま
ち
ど
り
つ
き
の
し
ら
な
み
」
を
初
演
。
二
代

目
河
竹
新
七
が
引
退
の
作
に
て
、
菊
五
郎
の
明
石
島
蔵
、
左
団
次
の
松
島
千

太
、
い
ず
れ
も
好
評
。
新
七
は
三
代
目
を
門
弟
の
竹
柴
金
作
に
譲
り
て
、
お

の
れ
は
古
河
黙
阿
弥
と
改
む
。
時
に
六
十
六
歳
。

○
十
二
月
、
柳
亭
燕
枝
、
春
風
亭
柳
枝
、
桂
文
治
ら
が
、
春
木
座
に
て
落
語

家
芝
居
を
催
す
。
案
外
に
成
績
の
好
か
り
し
た
め
に
、
そ
の
後
も
し
ば
し
ば

催
し
た
り
。

　
　
　
十
五
年
（
壬
午
）
　
一
八
八
二

○
一
月
二
十
三
日
の
夕
刻
、
猿
若
座
の
興
行
中
に
出
火
し
て
全
焼
。
幸
い
に

怪
我
人
少
な
し
。
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○
二
月
十
九
日
、
八
代
目
岩
井
半
四
郎
死
す
、
五
十
四
歳
。
粂
三
郎
と
い
い

た
る
青
年
時
代
よ
り
、
美
貌
を
以
て
評
判
の
高
き
女
形
な
り
。

○
六
月
、
大
阪
の
市
川
右
団
次
上
京
し
て
猿
若
座
に
出
勤
し
、
中
幕
に
望
月

を
勤
む
。
一
番
目
は
「
川
中
島
」
、
二
番
目
は
「
大
丸
屋
騒
動
」
。
団
十
郎
、

菊
五
郎
、
左
団
次
は
勿
論
、
家
橘
、
芝
翫
、
高
助
、
福
助
、
秀
調
、
海
老
蔵
、

小
団
次
、
松
助
に
、
大
阪
方
の
璃
寛
、
右
団
次
を
加
え
た
る
大
一
座
に
て
、

俳
優
の
共
進
会
と
称
せ
ら
る
。

○
十
一
月
、
猿
若
座
に
て
沢
村
清
十
郎
は
名
題
に
昇
進
し
、
四
代
目
沢
村
源

之
助
と
改
む
。

　
　
　
十
六
年
（
癸
未
）
　
一
八
八
三
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○
四
月
、
春
木
座
に
て
「
菅
原
実
記
」
を
上
演
。
右
団
次
の
菅
丞
相
が
天
拝

山
祈
り
の
場
に
マ
グ
ネ
シ
ヤ
を
用
い
て
電
光
を
見
せ
、
大
い
に
観
客
の
喝
采

を
博
す
。

○
五
月
、
市
村
座
に
て
「
新
皿
屋
敷
」
を
初
演
。
菊
五
郎
の
魚
屋
宗
五
郎
の

酒
乱
、
大
好
評
。

○
十
月
、
新
富
座
に
て
「
妹
背
山
」
を
上
演
。
団
十
郎
の
お
三
輪
が
評
判
と

な
る
。

　
　
　
十
七
年
（
甲
申
）
　
一
八
八
四

○
四
月
、
新
富
座
の
一
番
目
に
「   

二 
代 
源 
氏 

誉 

身 

換   

に
だ
い
げ
ん
じ
ほ
ま
れ
の
み
が
わ
り

」
を
初
演
。
団

十
郎
の
仲
光
は
活
歴
熱
の
頂
上
に
達
し
た
り
と
称
せ
ら
る
。
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○
十
一
月
、
猿
若
座
は
猿
若
町
を
去
っ
て
、
浅
草
西
鳥
越
町
に
移
転
し
、
新

築
落
成
し
て
十
六
、
十
七
の
両
日
開
場
式
を
行
う
。
舞
台
開
き
の
狂
言
に
、

団
十
郎
は
北
条
高
時
の
天
狗
舞
を
初
演
。
好
評
。

○
こ
の
頃
よ
り
演
劇
改
良
の
声
よ
う
や
く
高
ま
り
て
、
在
来
の
演
劇
は
荒
唐

無
稽
な
り
と
い
い
、
猥
雑
野
卑
な
り
と
い
う
た
ぐ
い
の
議
論
が
し
ば
し
ば
繰

返
さ
る
。
し
か
も
傾
聴
に
価
す
る
ほ
ど
の
名
論
は
殆
ど
な
か
り
し
な
り
。

　
　
　
十
八
年
（
乙
酉
）
　
一
八
八
五

○
久
松
座
の
再
築
落
成
し
て
、
千
歳
座

ち
と
せ
ざ

と
改
称
し
、
一
月
四
日
よ
り
七
日
ま

で
開
場
式
を
行
う
。
一
番
目
に
左
団
次
の
「
碁
盤
忠
信
」
、
二
番
目
に
菊
五

郎
の
「
筆
売
幸
兵
衛
」
、
い
ず
れ
も
初
演
に
て
好
評
。
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○
一
月
二
十
三
日
、
猿
若
座
よ
り
出
火
し
て
全
焼
。
新
築
後
わ
ず
か
に
二
回

目
の
興
行
中
な
り
。

○
五
月
、
春
木
座
に
て
大
阪
俳
優
の
値
安
芝
居
を
興
行
、
俗
に
鳥
熊
の
芝
居

と
い
う
。
毎
月
の
興
行
大
入
り
を
続
け
て
、
他
の
大
歌
舞
伎
も
一
時
圧
倒
さ

れ
た
る
観
あ
り
。

○
九
月
十
八
日
、
大
阪
の
初
代
実
川
延
若
死
す
、
五
十
五
歳
。
大
阪
に
て
は

和
事
師
の
随
一
と
呼
ば
れ
て
い
た
り
。

○
十
月
、
猿
若
座
の
焼
跡
へ
小
屋
を
作
り
て
、
大
阪
文
楽
座
の
人
形
芝
居
を

興
行
。
人
形
使
い
は
桐
竹
紋
十
郎
、
吉
田
玉
造
。
太
夫
は
越
路
太
夫
、
住
太

夫
、
津
太
夫
ら
な
り
し
が
、
東
京
の
人
気
に
適
せ
ず
、
早
々
に
引
揚
ぐ
。

○
十
一
月
、
千
歳
座
に
て
「   

四 

千 

両 

小 
判 
梅 
葉   

し
せ
ん
り
ょ
う
こ
ば
ん
の
う
め
の
は

」
を
初
演
。
九
蔵
の
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藤
岡
藤
十
郎
、
菊
五
郎
の
野
州
の
富
蔵
、
い
ず
れ
も
好
評
。
大
詰
の
伝
馬
町

牢
内
の
場
が
眼
新
し
く
、
市
中
の
評
判
と
な
る
。

　
　
　
十
九
年
（
丙
戌
）
　
一
八
八
六

○
二
月
二
日
、
四
代
目
助
高
屋
高
助
、
名
古
屋
に
客
死
す
、
四
十
九
歳
。
東

京
に
お
い
て
は
随
一
の
和
事
師

わ
ご
と
し

と
称
せ
ら
る
。

○
三
月
二
日
、
二
代
目
尾
上
多
見
蔵
、
大
阪
に
死
す
。
八
十
八
歳
の
高
齢
に

て
、
大
阪
劇
壇
の
重
鎮
と
仰
が
れ
い
た
る
な
り
。

○
五
月
、
新
富
座
に
て
「   

夢 

物 
語 
盧 
生 

容 

画   

ゆ
め
も
の
が
た
り
ろ
せ
い
の
す
が
た
え
」
を
初
演
。
団
十
郎
の

渡
辺
崋
山
、
左
団
次
の
高
野
長
英
、
い
ず
れ
も
大
好
評
に
て
、
四
十
五
日
間

も
打
ち
続
け
た
り
。
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○
八
月
、
演
劇
改
良
会
起
る
。
発
起
者
及
び
会
員
は
朝
野
知
名
の
政
治
家
、

実
業
家
、
学
者
を
網
羅
し
、
そ
の
宣
言
は
堂
々
た
り
し
が
、
実
績
の
見
る
べ

き
も
の
な
く
し
て
終
れ
り
。

○
八
月
、
東
京
に
コ
レ
ラ
大
い
に
流
行
し
、
日
々
の
新
患
者
数
百
人
、
す
べ

て
の
興
行
物
は
停
止
を
命
ぜ
ら
る
。

○
十
月
、
警
視
庁
令
に
よ
っ
て
、
劇
場
の
興
行
時
間
を
八
時
間
と
定
め
ら
る
。

○
十
月
二
十
六
日
、
河
竹
能
進
、
大
阪
に
死
す
、
六
十
二
歳
。
黙
阿
弥
の
高

弟
に
て
大
阪
に
お
け
る
著
名
の
狂
言
作
者
な
り
。

○
十
一
月
十
二
日
、
八
代
目
市
川
海
老
蔵
死
す
、
四
十
二
歳
。
団
十
郎
の
実

弟
な
り
。

○
十
二
月
、
千
歳
座
に
て
菊
五
郎
は
チ
ャ
リ
ネ
の
曲
馬
を
演
じ
て
好
評
。
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○
十
二
月
十
日
、
三
代
目
中
村
仲
蔵
死
す
、
七
十
八
歳
。
近
代
の
名
人
と
呼

ば
れ
て
、
生
涯
の
当
り
役
甚
だ
多
く
、
な
か
ん
ず
く
「 

源 

氏 

店 

げ
ん
じ
だ
な

」
の
蝙
蝠

安
、
「
村
井
長
庵
」
の
早
乗
三
次
、
「
髪 

結 

新 

三 

か
み
ゆ
い
し
ん
ざ

」
の
家
主
長
兵
衛
な
ど
、

い
つ
ま
で
も
好
劇
家
の
話
柄
に
残
れ
り
。
彼
は
文
筆
の
才
あ
り
て
『
手
前
味

噌
』
『
絶
句
帳
』
な
ど
の
著
述
あ
り
。

　
　
　
二
十
年
（
丁
亥
）
　
一
八
八
七

○
三
月
、
中
村
福
助
の
人
気
頂
上
に
達
し
、
新
富
、
市
村
、
千
歳
の
三
座
か

け
持
ち
に
て
出
勤
。

○
四
月
二
十
六
日
よ
り
四
日
間
、
麻
布
鳥
居
坂
の
井
上
外
務
大
臣
邸
に
お
い

て
演
劇
天
覧
あ
り
。
在
京
の
主
な
る
俳
優
は
殆
ど
全
部
出
演
し
、
わ
が
劇
界
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空
前
の
名
誉
な
り
と
喧
伝
せ
ら
る
。
第
一
日
は
聖
上
陛
下
の
天
覧
、
第
二
日

は
皇
后
陛
下
の
台
覧
、
第
三
日
は
外
国
公
使
そ
の
他
の
招
待
、
第
四
日
は
皇

太
后
陛
下
の
台
覧
あ
り
。

○
七
月
二
十
一
日
、
三
代
目
河
原
崎
国
太
郎
死
す
、
三
十
八
歳
。
女
房
役
者

と
し
て
有
望
と
称
せ
ら
れ
た
る
女
形
な
り
。

○
十
二
月
、
版
権
条
例
改
正
。
脚
本
楽
譜
の
た
ぐ
い
も
出
願
次
第
そ
の
版
権

を
附
与
せ
ら
れ
、
作
者
の
権
利
は
こ
こ
に
初
め
て
完
全
に
保
護
せ
ら
る
る
事

と
な
れ
り
。

　
　
　
二
十
一
年
（
戊
子
）
　
一
八
八
八

○
一
月
、
猿
若
町
市
村
座
の
新
築
落
成
し
、
八
日
よ
り
三
日
間
、
開
場
式
を
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行
う
。
団
十
郎
、
芝
翫
、
福
助
、
我
童
、
権
十
郎
、
松
之
助
ら
出
勤
。

○
四
月
、
市
村
座
に
て
「
本
朝
廿
四
孝
」
を
上
演
。
団
十
郎
の
八
重
垣
姫
が

呼
び
物
と
な
る
。

○
五
月
、
中
村
座
に
て
「  

月  

梅  

薫  

朧  

夜  

つ
き
と
う
め
か
お
る
お
ぼ
ろ
よ
」
を
初
演
。
菊
五
郎
の
花
井

お
梅
の
箱
屋
殺
し
、
好
評
。

○
五
月
、
千
歳
座
に
て
「 
籠 

釣 

瓶 
か
ご
つ
る
べ

」
を
初
演
。
左
団
次
の
佐
野
次
郎
左
衛

門
、
大
好
評
。

○
七
月
、
演
芸
矯
風
会
起
る
。
さ
き
の
演
劇
改
良
会
が
更
に
組
織
を
変
え
た

る
も
の
に
て
、
こ
れ
も
一
向
に
振
わ
ざ
り
き
。

○
七
月
十
五
日
、
磐
梯
山
噴
火
。
そ
れ
を
当
込
み
て
、
中
村
座
の
十
月
興
行

に
「 

音 

聞 

浅 

間 

幻 

灯 

画 

お
と
に
き
く
あ
さ
ま
の
う
つ
し
え

」
を
上
演
し
、
団
十
郎
、
菊
五
郎
、
秀
調
、
松
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之
助
、
家
橘
ら
出
勤
。
浅
間
山
の
噴
火
が
評
判
と
な
る
。

○
十
二
月
、
角
藤
定
憲
の
一
派
が
大
阪
に
お
い
て
壮
士
芝
居
を
創
め
、
三
日

よ
り
新
町
座
に
て
開
演
。
こ
れ
を
新
派
劇
の
開
祖
と
す
。

　
　
　
二
十
二
年
（
己
丑
）
　
一
八
八
九

○
二
月
、
俳
優
の
等
級
を
定
め
、
更
に
正
副
頭
取
を
置
く
。
頭
取
は
団
十
郎
、

副
頭
取
は
菊
五
郎
と
左
団
次
。

○
十
月
八
日
、
大
阪
の
中
村
宗
十
郎
死
す
、
五
十
五
歳
。
屈
指
の
名
優
に
て
、

東
京
の
観
客
に
も
好
く
そ
の
名
を
知
ら
れ
た
り
。

○
十
一
月
、
市
村
座
に
て
「   

蔦 

模 

様 
血 
染 

御 

書   

つ
た
も
よ
う
ち
ぞ
め
の
ご
し
ゅ
い
ん

」
を
初
演
。
左
団
次

の
大
川
友
右
衛
門
好
評
に
て
、
火
が
か
り
の
大
道
具
が
観
客
を
驚
か
せ
り
。
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○
歌
舞
伎
座
新
築
落
成
し
て
、
十
一
月
二
十
一
日
よ
り
開
場
。
狂
言
は
「
黄

門
記
」
と
「
六
歌
仙
」
に
て
、
団
十
郎
、
菊
五
郎
、
左
団
次
、
秀
調
、
源
之

助
、
家
橘
ら
出
勤
。
入
場
料
は
桟
敷
一
間
四
円
七
十
銭
、
高
土
間
三
円
五
十

銭
、
平
土
間
二
円
八
十
銭
。

　
　
　
二
十
三
年
（
庚
寅
）
　
一
八
九
〇

○
一
月
、
団
十
郎
は
京
都
花
見
小
路
の
祇
園
館
に
乗
込
み
、
大
阪
の
鴈
治
郎
、

福
助
ら
と
合
同
し
て
開
演
。

○
二
月
九
日
、
十
三
代
目
長
谷
川
勘
兵
衛
死
す
。
江
戸
末
期
よ
り
明
治
時
代

に
わ
た
る
劇
壇
大
道
具
の
名
人
に
て
、
新
し
き
仕
掛
け
物
は
そ
の
工
夫
に
成

る
も
の
多
し
。
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○
三
月
、
桐
座
の
二
番
目
に
「
め
組
の
喧
嘩
」
を
初
演
。
菊
五
郎
の
め
組
の

辰
五
郎
、
好
評
。

○
三
月
、
歌
舞
伎
座
に
て
「   

相 

馬 

平 

氏 

二 

代 

譚   

そ
う
ま
へ
い
し
に
だ
い
も
の
が
た
り

」
を
初
演
。
市
川
新

蔵
の
美
女
丸
、
好
評
。

○
五
月
六
日
、
千
歳
座
よ
り
出
火
し
て
全
焼
。

○
五
月
、
中
村
鴈
治
郎
大
阪
よ
り
初
め
て
上
京
し
、
歌
舞
伎
座
と
新
富
座
に

出
勤
。
い
ず
れ
も
不
評
。

○
六
月
二
十
三
日
、
本
郷
の
春
木
町
よ
り
出
火
、
春
木
座
も
類
焼
。

○
不
景
気
の
た
め
に
難
渋
の
者
多
け
れ
ば
と
て
、
市
川
派
の
俳
優
が
組
織
せ

る 

三 

升 

会 

み
ま
す
か
い

は
、
七
月
七
、
八
の
二
日
間
、
新
富
座
に
慈
善
興
行
を
催
し
、

そ
の
純
益
金
を
東
京
府
庁
に
寄
附
す
。
つ
づ
い
て
新
富
座
も
み
ず
か
ら
発
起
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し
て
、
十
、
十
一
の
二
日
間
、
慈
善
興
行
を
催
せ
り
。
こ
れ
が
例
と
な
り
て
、

そ
の
後
に
も
各
種
の
慈
善
興
行
が
し
ば
し
ば
催
さ
る
。

○
八
月
、
劇
場
取
締
規
則
改
正
。
劇
場
は
大
劇
場
と
小
劇
場
と
の
二
種
に
て
、

大
は
十
カ
所
、
小
は
十
二
カ
所
に
制
限
せ
ら
る
。
同
時
に
俳
優
税
も
改
正
、

大
劇
場
附
俳
優
は
上
等
三
円
、
中
等
二
円
、
下
等
は
三
種
に
分
れ
て
、
一
円
、

五
十
銭
、
十
銭
。
小
劇
場
附
俳
優
は
上
等
一
円
、
中
等
五
十
銭
、
下
等
十
銭
。

○
十
一
月
、
歌
舞
伎
座
の
中
幕
に
「
戻
り
橋
」
を
初
演
。
菊
五
郎
の
鬼
女
、

左
団
次
の
綱
、
い
ず
れ
も
好
評
。

　
　
　
二
十
四
年
（
辛
卯
）
　
一
八
九
一

○
六
月
、
歌
舞
伎
座
に
て
福
地
桜
痴
居
士
作
「
春
日
局
」
を
初
演
。
団
十
郎
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の
春
日
局
、
好
評
。

○
六
月
、
川
上
音
二
郎
、
藤
沢
浅
二
郎
の
書
生
芝
居
が
中
村
座
に
乗
込
み
、

意
外
の
大
入
り
を
占
む
、
東
京
に
お
け
る
書
生
芝
居
の
始
め
と
す
。
そ
の
後
、

各
種
の
書
生
芝
居
、
続
々
起
る
。

○
十
一
月
、
歌
舞
伎
座
に
て
新
作
「
太
閤
軍
記
朝
鮮
巻
」
を
上
演
。
第
四
幕

の
朝
鮮
王
妃
王
子
ら
が
捕
虜
と
な
る
件くだ
り
は
、
朝
鮮
公
使
の
抗
議
に
遭
い
、

半
途
よ
り
そ
の
一
幕
を
削
り
て
、
更
に
「
義
経
腰
越
状
」
を
加
う
。

○
十
一
月
、
伊
井
蓉
峰
、
水
野
好
美
ら
が
済
美
団
を
起
し
、
浅
草
公
園
の
吾

妻
座
に
て
開
演
。
女
優
と
し
て
千
歳
米
坡
も
出
演
す
。

○
十
二
月
、
春
木
座
の
新
築
落
成
し
て
、
四
日
よ
り
開
場
。
八
百
蔵
、
猿
之

助
、
勘
五
郎
、
芝
鶴
ら
出
勤
。
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二
十
五
年
（
壬
辰
）
　
一
八
九
二

○
一
月
、
歌
舞
伎
座
に
て
三
遊
亭
円
朝
の
「
塩
原
多
助
一
代
記
」
を
脚
色
し

て
上
演
。
菊
五
郎
の
多
助
、
馬
の
別
れ
が
大
好
評
。
そ
れ
よ
り
円
朝
そ
の
他

の
人
情
噺
、
ま
た
は
講
談
の
た
ぐ
い
を
脚
色
す
る
事
し
ば
し
ば
行
わ
る
。

○
一
月
、
中
村
雀
右
衛
門
、
芝
雀
の
父
子
、
大
阪
よ
り
上
京
し
て
、
春
木
座

に
出
勤
。

○
二
月
、
左
団
次
一
座
、
大
阪
の
浪
花
座
へ
乗
込
む
。

○
三
月
、
菊
五
郎
一
座
、
大
阪
の
角
座
へ
乗
込
む
。

○
四
月
、
浅
草
猿
屋
町
に
沢
村
座
の
新
築
落
成
し
、
沢
村
訥
子
、
沢
村
田
之

助
ら
出
勤
。
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○
七
月
、
書
生
芝
居
の
山
口
定
雄
一
座
、
市
村
座
に
旗
揚
げ
を
な
し
、
こ
れ

も
相
当
の
成
績
を
収
む
。

○
七
月
、
歌
舞
伎
座
に
て
円
朝
の
「
牡
丹
灯
籠
」
を
脚
色
し
て
上
演
。
一
月

の
「
塩
原
多
助
」
に
も
劣
ら
ざ
る
好
評
。

○
九
月
、
青
年
俳
優
練
習
の
た
め
に
、
市
川
家
門
下
の
俳
優
ら
が
、
赤
坂
の

稽
古
座
に
て
開
演
。
大
劇
場
附
き
の
俳
優
が
小
劇
場
に
出
勤
す
る
は
組
合
規

約
に
違
反
す
と
い
う
反
対
論
多
く
、
諸
新
聞
の
攻
撃
も
ま
た
猛
烈
。
そ
れ
が

た
め
に
団
十
郎
は
遂
に
頭
取
を
辞
す
る
に
至
れ
り
。

○
十
一
月
、
市
村
座
の
新
築
落
成
し
て
、
十
日
よ
り
開
場
。
元
地
の
猿
若
町

に
最
後
ま
で
踏
み
留
ま
り
し
同
座
も
、
遂
に
下
谷 

二 

長 

町 

に
ち
ょ
う
ま
ち
に
移
転
し
た
る

な
り
。
舞
台
開
き
に
は
左
団
次
、
小
団
次
、
米
蔵
、
家
橘
、
権
十
郎
、
秀
調
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ら
出
勤
。
二
番
目
の
「
松
田
の
仇
討
」
好
評
。

　
　
　
二
十
六
年
（
癸
巳
）
　
一
八
九
三

○
一
月
、
市
川
右
団
次
上
京
し
て
春
木
座
に
出
勤
。

○
一
月
二
日
の
夜
、
春
木
座
の
出
方
が
赤
馬
車
数
台
に
乗
込
み
て
、
銀
座
尾

張
町
の
や
ま
と
新
聞
社
を
襲
い
、
社
員
を
殴
打
し
て
暴
行
を
働
く
。
右
団
次

出
勤
に
就
き
て
、
同
新
聞
が
不
利
益
の
記
事
を
掲
載
し
た
る
に
激
昂
せ
る
な

り
。

○
一
月
二
十
二
日
、
浅
草
西
鳥
越
町
よ
り
出
火
し
て
、
鳥
越
座
も
類
焼
。
同

座
は
遂
に
再
興
せ
ず
。
江
戸
の
三
座
随
一
た
る
中
村
座
の
櫓
も
こ
こ
に
滅
亡

せ
り
。
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○
同
日
、
河
竹
黙
阿
弥
死
す
、
七
十
八
歳
。
狂
言
作
者
と
し
て
南
北
以
後
の

大
家
と
称
せ
ら
る
。
そ
の
伝
記
は
余
り
に
好
く
知
ら
れ
た
れ
ば
、
こ
こ
に
い

わ
ず
。

○
三
月
十
八
日
、
坂
東
家
橘
死
す
、
四
十
八
歳
。
菊
五
郎
の
実
弟
に
て
和
事
わ
ご
と

を
得
意
と
し
て
い
た
る
が
、
晩
年
は
団
十
郎
張
り
と
な
り
て
評
判
よ
く
、
そ

の
死
は
楽
屋
の
内
外
に
惜
し
ま
る
。

○
三
月
二
十
八
日
、
神
田
和
泉
町
よ
り
出
火
し
て
、
市
村
座
も
類
焼
。

○
五
月
、
時
事
新
報
社
に
て
前
途
有
望
な
る
青
年
俳
優
の
投
票
募
集
を
行
う
。

か
く
の
如
き
投
票
は
、
こ
れ
が
嚆
矢
な
れ
ば
、
各
贔
屓
連
は
そ
の
運
動
に
狂

奔
し
、
開
票
の
結
果
、
市
川
米
蔵
、
市
川
猿
之
助
、
尾
上
菊
之
助
の
三
優
当

選
せ
り
。
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○
十
月
、
神
田
錦
町
の
新
声
館
に
て
東
京
の
人
形
芝
居
を
興
行
。
吉
田
国
五

郎
、
西
川
伊
三
郎
を
始
め
と
し
て
、
在
京
の
人
形
使
い
は
す
べ
て
出
演
。
太

夫
は
綾
瀬
太
夫
、
播
磨
太
夫
ら
に
て
、
相
応
の
人
気
あ
り
。
そ
の
後
四
、
五

年
間
は
殆
ど
毎
月
開
演
す
。

○
十
一
月
一
日
、
日
本
橋
区
久
松
町
に
新
築
中
の
明
治
座
落
成
し
て
、
そ
の

舞
台
開
き
を
行
い
、
左
団
次
、
権
十
郎
、
小
団
次
、
米
蔵
、
福
助
、
団
十
郎

ら
出
勤
。

　
　
　
二
十
七
年
（
甲
午
）
　
一
八
九
四

○
二
月
、
新
富
座
に
て
「
忠
臣
蔵
」
を
上
演
。
九
蔵
の
師
直
、
由
良
之
助
、

勘
平
の
三
役
が
評
判
と
な
る
。
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○
五
月
三
十
一
日
、
四
代
目
嵐
璃
寛
、
大
阪
に
死
す
、
五
十
八
歳
。
大
阪
に

て
は
一
方
の
覇
た
り
し
女
形
な
り
。

○
七
月
、
市
村
座
の
再
築
落
成
し
て
、
十
四
日
よ
り
開
場
。
菊
五
郎
、
芝
翫
、

猿
之
助
ら
出
勤
。

○
日
清
戦
争
開
く
。
歌
舞
伎
座
に
て
は
七
月
二
十
八
、
二
十
九
、
三
十
の
三

日
間
、
出
征
軍
人
慰
問
劇
を
興
行
し
、
来
遊
中
の
フ
ラ
ン
ス
女
優
テ
ー
ラ
ー

嬢
も
団
十
郎
の
一
座
と
共
に
出
勤
。

○
八
月
三
十
一
日
よ
り
浅
草
座
に
お
い
て
、
川
上
音
二
郎
一
派
が
「
日
清
戦

争
」
を
脚
色
上
演
し
て
、
近
年
稀
な
る
大
成
功
を
収
め
、
そ
れ
に
倣
い
て
日

清
戦
争
劇
が
各
劇
場
に
続
々
上
演
せ
ら
る
。

○
十
月
、
明
治
座
に
て
「
会
津
※

あ
い
づ
み
や
げ
明
治
組
重
」
と
い
う
日
清
戦
争
劇
を
上
演
。

43



○
十
一
月
、
歌
舞
伎
座
に
て
日
清
戦
争
劇
「
海
陸
連
勝
日
章
旗
」
を
上
演
。

菊
五
郎
の
原
田
重
吉
が
玄
武
門
破
り
、
不
評
。

　
　
　
二
十
八
年
（
乙
未
）
　
一
八
九
五

○
一
月
、
新
富
座
の
中
幕
「
鎌
倉
三
代
記
」
に
て
、
菊
五
郎
の
三
浦
之
助
、

好
評
。

○
二
月
、
川
上
音
二
郎
一
派
は
市
村
座
に
て
「
明
治
四
十
二
年
」
を
上
演
。

男
女
合
同
劇
を
標
榜
し
て
、
市
川
九
女
八
、
市
川
か
つ
ら
の
女
優
も
出
勤
。

○
四
月
十
五
日
、
十
代
目
片
岡
仁
左
衛
門
大
阪
に
死
す
、
四
十
五
歳
。

○
五
月
、
川
上
音
二
郎
一
派
は
歌
舞
伎
座
に
出
勤
し
て
「
威
海
衛
陥
落
」
を

上
演
。
書
生
芝
居
が
歌
舞
伎
の
本
城
を
奪
い
し
と
て
、
好
劇
家
は
驚
異
の
眼
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を
み
は
り
、
書
生
芝
居
の
地
盤
も
こ
こ
に
漸
く
固
ま
る
。
川
上
の
人
気
盛
ん

な
り
。

○
七
月
二
十
日
、
二
代
目
中
村
雀
右
衛
門
、
大
阪
に
死
す
、
五
十
五
歳
。

○
十
月
二
十
九
日
、
さ
き
に
亡
び
た
る
中
村
座
の
座
主
、
十
三
代
目
中
村
勘

三
郎
死
す
、
六
十
八
歳
。

○
十
一
月
、
新
富
座
に
て
円
朝
の
「 

指 

物 

師 

さ
し
も
の
し

名
人
長
次
」
を
脚
色
し
て
上

演
。
菊
五
郎
の
長
次
、
好
評
。

○
十
一
月
、
歌
舞
伎
座
に
て
団
十
郎
は
歌
舞
伎
十
八
番
の
「
暫
」
を
勤
め
、

連
日
売
切
れ
の
大
入
り
を
占
む
。

　
　
　
二
十
九
年
（
丙
申
）
　
一
八
九
六
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○
三
月
、
明
治
座
の
「
堀
川
」
に
て
、
菊
五
郎
の
与
次
郎
、
生
き
た
る
猿
を

舞
台
に
使
い
て
失
敗
す
。

○
四
月
、
歌
舞
伎
座
に
て
団
十
郎
は
十
八
番
の
「
助
六
」
を
演
じ
、
前
年
の

「
暫
」
に
劣
ら
ざ
る
好
評
。

○
六
月
、
明
治
座
「
文
覚
勧
進
帳
」
に
て
、
文
覚
を
勤
む
る
団
十
郎
が
舞
台

に
て
負
傷
し
、
半
途
に
て
興
行
中
止
。

○
川
上
音
二
郎
の
創
立
せ
る
神
田
三
崎
町
の
川
上
座
、
新
築
落
成
し
て
七
月

二
日
よ
り
開
場
。

○
八
月
三
十
一
日
、
中
村
寿
三
郎
死
す
、
六
十
三
歳
。
初
代
左
団
次
の
兄
な

り
。

○
九
月
九
日
よ
り
三
日
間
、
歌
舞
伎
座
に
お
い
て
東
京
養
育
院
慈
善
演
劇
を
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催
し
、
貴
婦
人
令
嬢
ら
が
売
店
を
開
く
。
そ
れ
が
流
行
と
な
り
て
、
そ
の
後

十
余
年
間
は
こ
の
種
の
慈
善
演
劇
し
ば
し
ば
催
さ
る
。

○
十
月
、
沢
村
源
之
助
は
五
年
ぶ
り
に
て
大
阪
よ
り
帰
京
し
、
市
村
座
の
二

番
目
「
鈴
木
主
水
」
に
白
糸
を
勤
め
て
、
好
劇
家
を
喜
ば
し
む
。

○
歌
舞
伎
座
は
株
式
組
織
と
な
り
、
十
一
月
十
一
、
十
二
の
両
日
、
新
会
社

と
し
て
の
開
場
式
を
行
い
、
団
十
郎
は
景
清
と
袖
萩
を
演
ず
。

○
こ
の
頃
、
在
来
の
義
太
夫
狂
言
に
つ
い
て
版
権
を
得
た
り
と
称
し
、
大
阪

及
び
東
京
に
事
務
所
を
置
き
て
、
各
劇
場
の
興
行
ご
と
に
苦
情
を
い
い
込
む

者
あ
ら
わ
る
。
し
か
も
在
来
已すで
に
行
わ
れ
い
た
る
浄
瑠
璃
本
な
ど
に
因
っ
て

興
行
す
る
者
に
対
し
、
そ
の
苦
情
は
無
効
な
り
と
当
局
者
に
認
め
ら
る
。
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三
十
年
（
丁
酉
）
　
一
八
九
七

○
一
月
、
皇
太
后
陛
下
崩
御
。
各
劇
場
は
十
三
日
よ
り
十
五
日
間
休
場
。

○
二
月
、
歌
舞
伎
座
に
て
「
関せき
の
扉と
」
を
上
演
。
団
十
郎
の
関
兵
衛
、
菊
五

郎
の
墨
染
は
、
双
絶
と
称
せ
ら
る
。
菊
之
助
の
小
町
姫
も
好
評
。

○
三
月
、
神
田
三
崎
町
の
東
京
座
、
新
築
落
成
し
て
十
日
よ
り
開
場
し
、
団

十
郎
の 

国 

姓 

爺 

こ
く
せ
ん
や

、
好
評
。

○
五
月
、
歌
舞
伎
座
に
て
「  
侠  

客  

春  

雨  

傘  
き
ょ
う
か
く
は
る
さ
め
が
さ

」
を
初
演
。
団
十
郎
の
大

口
屋
暁
雨
、
大
好
評
。
そ
れ
よ
り
渋
蛇
の
目
の
雨
傘
が
暫
く
流
行
す
。

○
五
月
、
浅
草
座
に
て
子
供
芝
居
を
興
行
。
俳
優
は
沢
村
小
伝
次
、
中
村
吉

右
衛
門
に
て
、
意
外
の
大
入
り
を
占
む
。
そ
の
以
来
、
各
種
の
子
供
芝
居
一

座
続
出
し
、
子
供
芝
居
繁
昌
の
一
時
代
を
作
れ
り
。
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○
六
月
、
市
川
九
蔵
は
七
代
目
市
川
団
蔵
と
改
名
し
、
明
治
座
に
出
勤
し
て

「
金
閣
寺
」
の
松
永
大
膳
を
勤
む
。

○
六
月
二
十
八
日
、
尾
上
菊
之
助
死
す
、
三
十
歳
。
菊
五
郎
の
養
子
に
て
近

来
興
行
ご
と
に
好
評
を
博
し
い
た
る
な
り
。

○
七
月
九
日
、
市
川
新
蔵
死
す
、
三
十
七
歳
。
俗
に
十
代
目
団
十
郎
の
候
補

者
と
呼
ば
れ
た
る
有
望
の
俳
優
に
て
、
菊
之
助
と
共
に
そ
の
死
を
惜
し
ま
る
。

○
七
月
、
歌
舞
伎
座
に
て
菊
五
郎
、
福
助
ら
が
「
小
猿
七
之
助
」
を
上
演
。

卑
猥
残
忍
の
批
難
攻
撃
甚
し
く
、
遂
に
警
視
庁
の
注
意
を
受
け
て
半
途
休
業
。

○
八
月
二
十
一
日
、
十
二
代
目
守
田
勘
弥
死
す
、
五
十
二
歳
。
明
治
以
後
、

演
劇
の
向
上
に
尽
力
し
た
る
は
周
知
の
事
実
に
て
、
古
河
新
水
の
名
を
以
て

上
演
し
た
る
自
作
の
脚
本
「
文
珠
九
助
」
「
島
の
為
朝
」
「
三
府
五
港
写
幻
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灯
」
な
ど
あ
り
。

○
十
月
、
明
治
座
に
て
「
大
森
彦
七
」
を
初
演
。
団
十
郎
の
彦
七
、
女
寅
の

千
早
姫
、
い
ず
れ
も
好
評
。

　
　
　
三
十
一
年
（
戊
戌
）
　
一
八
九
八

○
一
月
三
日
、
狂
言
作
者
久
保
田
彦
作
死
す
、
五
十
三
歳
。

○
一
月
、
歌
舞
伎
座
に
て
黒
岩 
涙  

香 
る
い
こ
う

の
小
説
「
捨
小
舟
」
を
脚
色
し
て
上

演
。
涙
香
の
探
偵
小
説
全
盛
の
時
代
な
れ
ど
も
、
そ
の
成
績
思
わ
し
か
ら
ず
。

○
二
月
、
大
阪
梅
田
の
劇
場
に
団
十
郎
乗
込
み
、
二
興
行
の
給
料
五
万
円
は

余
り
に
法
外
な
り
と
い
う
物
議
を
醸かも
す
。

○
三
月
二
十
三
日
、
本
郷
区
春
木
町
一
丁
目
よ
り
出
火
し
て
、
春
木
座
類
焼
。
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○
九
月
、
川
上
音
二
郎
は
ボ
ー
ト
に
乗
込
み
、
南
洋
探
検
を
企
つ
る
と
称
し

て
漕
ぎ
出
で
し
が
、
航
行
意
の
如
く
な
ら
ず
、
伊
勢
の
海
岸
に
上
陸
す
。

○
去
年
以
来
の
子
供
芝
居
い
よ
い
よ
繁
昌
す
。

　
　
　
三
十
二
年
（
己
亥
）
　
一
八
九
九

○
一
月
十
六
日
、
四
代
目
中
村
芝
翫
死
す
、
七
十
歳
。
江
戸
時
代
に
は
満
都

の
人
気
を
一
身
に
あ
つ
め
し
と
伝
え
ら
る
る
も
、
晩
年
落
寞
、
小
劇
場
な
ど

に
出
勤
し
て
い
た
る
な
り
。

○
四
月
、
歌
舞
伎
座
の
中
幕
「
勧
進
帳
」
に
て
、
菊
五
郎
は
初
役
の
富
樫
左

衛
門
を
勤
め
、
左
団
次
に
比
較
し
て
毀
誉
い
ろ
い
ろ
の
批
評
あ
り
。
弁
慶
は

団
十
郎
、
義
経
は
福
助
。
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○
六
月
二
十
六
日
、
二
代
目
尾
上
多
賀
之
丞
、
石
川
県
金
沢
に
死
す
。
一
時

は
頗
る
人
気
あ
り
て
、
団
十
郎
の
与
三
郎
を
相
手
に
お
富
を
勤
め
た
る
ほ
ど

の
女
形
な
り
し
が
、
晩
年
は
旅
廻
り
に
寂
し
く
終
れ
り
。
歿
年
は
明
ら
か
な

ら
ず
。

○
春
木
座
の
新
築
落
成
し
て
、
七
月
十
四
日
よ
り
開
場
。
猿
之
助
、
訥
子
、

富
十
郎
、
市
蔵
ら
出
勤
。

○
八
月
二
十
四
日
、
沢
村
小
伝
次
、
急
病
に
て
箱
根
に
死
す
、
十
六
歳
。
子

供
芝
居
の 

座  

頭 

ざ
が
し
ら

な
り
。

○
十
月
、
明
治
座
に
て
松
居
松
葉
の
史
劇
「
悪
源
太
」
を
初
演
。
劇
場
以
外

の
文
士
の
作
を
舞
台
に
上の
せ
た
る
嚆
矢
に
て
、
左
団
次
が
悪
源
太
に
扮
す
。

○
十
一
月
、
新
富
座
に
て
化
物
芝
居
と
い
う
を
興
行
し
、
喜
知
六
の
由
良
之
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助
と
夕
霧
、
団
八
の
判
官
、
翫
太
郎
の
伊
左
衛
門
な
ど
に
て
、
大
い
に
観
客

を
笑
わ
せ
た
り
。

　
　
　
三
十
三
年
（
庚
子
）
　
一
九
〇
〇

○
一
月
、
演
劇
雑
誌
『
歌
舞
伎
』
第
一
号
を
発
行
。
劇
評
家
三
木
竹
二
の
主

宰
な
り
。

○
一
月
十
五
日
、
劇
場
取
締
規
則
改
正
。
大
小
劇
場
の
数
は
従
来
二
十
二
カ

所
に
限
ら
れ
い
た
る
を
、
更
に
二
十
七
カ
所
に
改
む
。
そ
れ
と
同
時
に
、
在

来
の
興
行
時
間
は
八
時
間
に
限
ら
れ
い
た
る
を
延
長
し
て
、
九
時
間
に
改
む
。

○
三
月
、
歌
舞
伎
座
に
て
「
夜
討
曾
我
」
と
「
河
内
山
」
を
上
演
。
そ
の
十

日
目
に
団
十
郎
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
罹
り
、
半
途
に
て
興
行
中
止
。
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○
四
月
歌
舞
伎
座
に
て
は
一
番
目
を
「
千
本
桜
」
に
換
え
、
二
番
目
を
そ
の

ま
ま
に
し
て
、
菊
五
郎
が
河
内
山
を
勤
め
た
る
も
、
不
入
り
に
終
る
。

○
七
月
一
日
、
歌
舞
伎
座
に
て
仏
国
人
の
魔
術
を
興
行
。
そ
の
技
術
あ
ま
り

に
拙
つ
た
なし
と
て
、
観
客
は
総
立
ち
に
な
り
て
喧
騒
を
き
わ
め
、
結
局
一
夜
か
ぎ

り
に
て
中
止
と
な
る
。

○
八
月
十
一
日
、
落
語
家
三
遊
亭
円
朝
死
す
、
六
十
二
歳
。
近
世
の
名
人
と

称
せ
ら
れ
、
そ
の
口
演
に
な
る
「
牡
丹
灯
籠
」
「
塩
原
多
助
」
「
粟
田
口
」

「
名
人
長
次
」
の
た
ぐ
い
は
し
ば
し
ば
脚
色
し
て
各
劇
場
に
上
演
せ
ら
る
。

○
十
一
月
、
歌
舞
伎
座
に
て
「
忠
臣
蔵
」
と
「
国
姓
爺
」
を
上
演
。
菊
五
郎

は
初
役
に
て 

道  

行 

み
ち
ゆ
き

の
勘
平
、
国
姓
爺
な
ど
を
勤
め
い
た
る
が
、
七
日
目
よ

り
脳
貧
血
に
罹
り
て
欠
勤
す
。
団
十
郎
、
菊
五
郎
、
近
来
著
し
く
老
衰
し
、
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好
劇
家
は
一
種
寂
寥
の
感
を
禁
ず
る
能
わ
ず
。

　
　
　
三
十
四
年
（
辛
丑
）
　
一
九
〇
一

○
一
月
十
日
、
三
代
目
河
竹
新
七
死
す
、
六
十
歳
。
黙
阿
弥
の
高
弟
に
て
、

上
演
さ
れ
た
る
新
作
狂
言
は
八
十
余
種
の
多
き
に
の
ぼ
る
。
な
か
ん
ず
く
有

名
な
る
は
「
忠
臣
蔵
年
中
行
事
」
「
塩
原
多
助
」
「
牡
丹
灯
籠
」
「
籠
釣
瓶
」

「
お
祭
佐
七
」
「
細
川
の
火
事
」
な
ど
な
り
。

○
二
月
、
川
上
音
二
郎
、
米
国
よ
り
帰
朝
。
市
村
座
に
て
「
洋
行
中
の
悲
劇
」

を
上
演
。

○
二
月
、
歌
舞
伎
座
に
て  

墺    

国  

オ
ー
ス
ト
リ
ア
俳
優
チ
ャ
ー
レ
ー
・
テ
ー
ラ
ー
一
座
の

西
洋
演
劇
を
一
週
間
興
行
。
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○
二
月
十
四
日
、
鳥
居
清
貞
死
す
、
五
十
八
歳
。
鳥
居
派
の
芝
居
画
の
名
家

な
り
。

○
二
月
二
十
一
日
、
三
代
目
中
村
富
十
郎
死
す
、
四
十
三
歳
。
大
阪
出
の
女

形
に
て
、  
大    
兵  
た
い
ひ
ょ
う

な
が
ら
女
房
役
者
と
し
て
用
い
ら
る
。

○
三
月
、
春
木
座
は
二
万
円
の
負
債
の
た
め
に
競
売
に
附
せ
ら
る
。

○
五
月
、
中
村
福
助
は
養
父
の
名
を
継
ぎ
て
五
代
目
中
村
芝
翫
と
改
名
し
、

歌
舞
伎
座
の
中
幕
に
「 

楼  
門 

さ
ん
も
ん

」
の
石
川
五
右
衛
門
を
勤
む
。

○
九
月
二
十
九
日
、
二
代
目
坂
東
秀
調
死
す
、
五
十
四
歳
。
女
形
と
し
て
容

貌
は
揚
が
ら
ざ
り
し
が
、
伎
倆
抜
群
の
聞
え
あ
り
。
団
十
郎
、
菊
五
郎
ら
の

女
形
役
者
と
し
て
知
ら
る
。

○
十
月
、
深
川
座
に
て
黙
阿
弥
作
の
「
弁
天
小
僧
」
を
無
断
上
演
し
て
、
作
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者
の
遺
子
吉
村
い
と
女
よ
り
告
訴
せ
ら
る
。
裁
判
所
は
坪
内
逍
遥
博
士
に
鑑

定
を
命
じ
、
結
局
原
告
の
勝
訴
と
な
る
。

　
　
　
三
十
五
年
（
壬
寅
）
　
一
九
〇
二

○
一
月
、
菊
五
郎
は
病
気
の
た
め
に
、
歌
舞
伎
座
の
春
興
行
に
欠
勤
。

○
四
月
、
菊
五
郎
は
病
気
全
快
し
て
歌
舞
伎
座
に
出
勤
し
、
新
作
の
「
山
中

平
九
郎
」
を
勤
め
し
が
、
足
の
不
自
由
な
る
が
眼
に
立
つ
。
菊
五
郎
と
入
代

り
に
、
団
十
郎
は
病
気
に
て
欠
勤
。

○
八
月
、
大
阪
文
楽
座
の
人
形
使
い
桐
竹
紋
十
郎
、
吉
田
玉
助
ら
上
京
し
、

明
治
座
に
て
人
形
芝
居
を
興
行
。
太
夫
は
伊
達
太
夫
、
相
生
太
夫
ら
に
て
、

今
回
は
評
判
よ
し
。
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○
十
月
二
十
七
日
、
大
阪
の
勝
諺
蔵
死
す
、
五
十
九
歳
。
河
竹
能
進
の
子
に

て
、
明
治
三
年
以
来
大
阪
に
赴
き
、
遂
に
京
阪
随
一
の
狂
言
作
者
と
な
る
。

そ
の
作
頗
る
多
し
。

　
　
　
三
十
六
年
（
癸
卯
）
　
一
九
〇
三

○
一
月
二
十
八
日
、
花
柳
寿
輔
死
す
、
八
十
三
歳
。
振
附
師
の
名
家
な
り
。

○
二
月
十
八
日
、
五
代
目
菊
五
郎
死
す
、
六
十
歳
。
明
治
時
代
に
お
け
る
代

表
的
の
名
優
に
て
、
い
わ
ゆ
る
団
菊
左
の
一
人
な
り
。

○
二
月
、
川
上
音
二
郎
は
明
治
座
に
て
「
オ
セ
ロ
」
の
翻
案
を
上
演
す
。

○
三
月
、
菊
五
郎
の
遺
子
栄
三
郎
は
六
代
目
梅
幸
、
丑
之
助
は
六
代
目
菊
五

郎
、
英
造
は
六
代
目
栄
三
郎
と
改
名
し
、
歌
舞
伎
座
に
て
団
十
郎
が
改
名
の
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口
上
を
述
ぶ
。

○
四
月
六
日
、
神
田
三
崎
町
の
改
良
座
よ
り
出
火
、
全
焼
。

○
四
月
、
本
郷
座
に
て
藤
沢
浅
二
郎
が
徳
冨
蘆
花
の
小
説
「 

不 

如 

帰 

ほ
と
と
ぎ
す

」
を

初
め
て
脚
色
上
演
。
大
入
り
を
占
む
。

○
五
月
、
大
阪
よ
り
高
砂
屋
福
助
父
子
上
京
し
て
、
市
村
座
出
勤
。

○
五
月
、
市
川
染
五
郎
改
名
し
て
、
八
代
目
市
川
高
麗
蔵
と
な
る
。

○
七
月
十
五
日
よ
り
歌
舞
伎
座
に
て
、
歴
史
活
人
画
を
興
行
。

○
八
月
、
文
楽
座
の
人
形
一
座
再
び
上
京
し
て
、
歌
舞
伎
座
に
て
開
場
。
今

度
は
評
判
思
わ
し
か
ら
ず
。

○
九
月
十
三
日
、
九
代
目
団
十
郎
、
相
州
茅
ヶ
崎
に
死
す
、
六
十
六
歳
。
団

菊
の
両
名
優
、
半
年
の
差
を
以
て
こ
の
世
を
去
れ
る
な
り
。
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○
十
月
、
川
上
音
二
郎
は
本
郷
座
に
て
お
伽
芝
居
を
三
日
間
興
行
す
。
こ
の

種
の
芝
居
の
嚆
矢
な
り
。

○
十
月
、
大
阪
よ
り
片
岡
我
当
上
京
し
て
歌
舞
伎
座
に
出
勤
。

○
こ
の
興
行
よ
り
市
村
家
橘
改
名
し
て
、
十
五
代
目
市
村
羽
左
衛
門
と
な
る
。

○
近
来
、
川
上
そ
の
他
の
新
派
劇
は
毎
回
大
入
り
を
占
め
て
連
戦
連
勝
の
勢

い
を
示
し
、
団
菊
の
両
名
優
を
う
し
な
い
た
る
歌
舞
伎
劇
は
と
か
く
に
圧
倒

せ
ら
る
る
の
観
あ
り
。

○
十
二
月
三
日
よ
り
七
日
間
、
市
村
座
創
業
二
百
五
十
年
の
祝
賀
と
し
て
、

諸
芸
有
名
会
を
開
く
。

　
　
　
三
十
七
年
（
甲
辰
）
　
一
九
〇
四
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○
二
月
、
日
露
戦
争
開
く
。

○
三
月
十
六
日
、
清
元
延
寿
翁
死
す
、
七
十
三
歳
。
江
戸
末
期
よ
り
明
治
に

わ
た
れ
る
清
元
の
名
人
に
て
、
最
初
は
四
代
目
延
寿
太
夫
と
い
う
。
黙
阿
弥

物
の
清
元
は
皆
こ
の
人
に
語
ら
れ
た
る
な
り
。

○
三
月
、
東
京
座
に
て
坪
内
博
士
の
「
桐
一
葉
」
を
初
演
。
我
当
の
片
桐
且

元
、
芝
翫
の
淀
の
方
、
い
ず
れ
も
好
評
。

○
三
月
二
十
七
日
、
市
川
権
十
郎
死
す
、
五
十
七
歳
。
大
阪
俳
優
嵐
璃
鶴
の

後
身
に
て
、
出
獄
の
後
、
団
十
郎
の
門
に
入
り
て
追
々
に
昇
進
し
、
気
品
あ

る
役
々
を
得
意
と
し
た
る
よ
り
殿
様
役
者
と
し
て
知
ら
る
。

○
歌
舞
伎
と
新
派
と
を
問
わ
ず
、
大
小
劇
場
が
競
っ
て
日
露
戦
争
劇
を
上
演
。

し
か
も
そ
の
興
行
成
績
は
日
清
戦
争
当
時
の
如
く
な
ら
ず
。
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○
四
月
、
歌
舞
伎
座
に
て
戦
争
劇
「
艦
隊
誉
夜
襲
」
を
上
演
し
て
不
評
。
そ

れ
と
同
時
に
、
森
鴎
外
博
士
作
「
日
蓮
聖
人
辻
説
法
」
を
上
演
し
て
、
好
評
。

○
五
月
、
明
治
座
に
て
も
一
種
の
戦
争
劇
た
る
「
敵
国
降
伏
」
を
上
演
。
こ

の
興
行
中
よ
り
市
川
左
団
次
病
む
。

○
八
月
七
日
、
市
川
左
団
次
死
す
、
六
十
三
歳
。
団
菊
は
前
年
を
以
て
逝
き
、

左
団
次
は
こ
の
年
を
以
て
逝
く
。
三
名
優
み
な
亡
び
て
、
歌
舞
伎
の
劇
界
暗

澹
。
新
派
劇
ま
す
ま
す
盛
ん
な
り
。

○
左
団
次
の
遺
子  

莚    

升  

え
ん
し
ょ
う

、
父
の
あ
と
を
享
け
て
明
治
座
を
経
営
す
る
事

と
な
る
。
時
に
二
十
五
歳
。
九
月
十
五
日
よ
り
「
牛
若
丸
」
と
「
疎
忽
の
使

者
」
を
上
演
。

○
十
月
、
坂
東
勝
太
郎
、
三
代
目
坂
東
秀
調
と
改
む
。

62明治演劇年表



○
戦
争
の
影
響
に
て
、
各
劇
場
の
興
行
成
績
思
わ
し
か
ら
ず
。

　
　
　
三
十
八
年
（
乙
巳
）
　
一
九
〇
五

○
一
月
、
明
治
座
に
て
ユ
ー
ゴ
ー
の
「
エ
ル
ナ
ニ
」
五
幕
を
上
演
。
松
居
松

葉
が
八
犬
伝
の
世
界
に
翻
案
し
た
る
な
り
。

○
二
月
十
五
日
、
三
代
目
坂
東
玉
三
郎
米
国
に
て
客
死
す
、
二
十
三
歳
。
守

田
勘
弥
の
娘
な
り
。

○
三
月
、
明
治
座
に
て
「
瑞
西
ス
イ
ス
義
民
伝
」
を
上
演
。
シ
ル
レ
ル
の
「
ウ
ィ
ル

ヘ
ル
ム
・
テ
ル
」
を
巌
谷 

小  

波 

さ
ざ
な
み

が
翻
案
し
た
る
な
り
。

○
四
月
、
歌
舞
伎
座
に
て
、
市
川
高
麗
蔵
が
初
め
て
歌
劇
「
露
営
の
夢
」
を

上
演
。
作
譜
は
北
村
季
晴
。
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○
九
月
、
日
露
戦
争
の
講
和
条
件
不
満
の
た
め
に
、
市
内
各
所
に
焼
撃
ち
騒

動
勃
発
し
、
そ
れ
が
た
め
に
六
、
七
の
二
日
間
は
各
劇
場
の
興
行
を
休
む
。

○
九
月
二
十
三
日
よ
り
十
五
日
間
、
歌
舞
伎
座
に
て
市
川
団
十
郎
追
善
興
行

を
催
し
、
市
川
家
の
一
門
み
な
出
勤
す
。

○
十
月
十
三
日
、
英
国
名
優
ヘ
ン
リ
ー
、
ア
ー
ウ
ィ
ン
グ
、
舞
台
に
て
脳
溢

血
を
発
し
て
死
す
、
六
十
八
歳
。

　
　
　
三
十
九
年
（
丙
午
）
　
一
九
〇
六

○
一
月
四
日
、
福
地
桜
痴
居
士
死
す
、
六
十
六
歳
。
明
治
初
年
は
新
聞
記
者

と
し
て
、
政
論
家
と
し
て
著
名
な
り
し
が
、
後
に
転
じ
て
小
説
家
と
な
り
、

劇
作
家
と
な
り
、
歌
舞
伎
座
創
立
以
来
、
同
座
に
あ
り
て
専
ら
団
十
郎
の
た
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め
に
筆
を
執
れ
り
。

○
坪
内
博
士
を
会
頭
と
し
た
る
文
芸
協
会
は
、
二
月
十
七
日
の
夜
、
芝
公
園

の
紅
葉
館
に
お
い
て
第
一
回
の
試
演
を
催
す
。
土
肥
春
曙
、
東
儀
鉄
笛
、
水

口
薇
陽
ら
出
演
。
狂
言
は
新
作
の
「
妹
背
山
」
と
「
孤
城
落
月
」
の  

糒    

ほ
し
い
ぐ

蔵  ら
。

○
三
月
十
一
日
、
四
代
目
岩
井
松
之
助
、
北
海
道
の
旅
興
行
中
に
死
す
、
四

十
九
歳
。
大
酒
の
た
め
晩
年
は
振
わ
ざ
り
し
が
、
壮
年
時
代
は
団
十
郎
菊
五

郎
の
相
方
を
勤
め
た
る
有
名
の
女
形
な
り
。

○
四
月
、
明
治
座
は
喜
劇
曾
我
廼
家
五
郎
と
十
郎
の
一
座
に
て
開
場
。
東
京

に
お
け
る
喜
劇
の
初
演
な
り
。

○
五
月
六
日
、
常
磐
津
林
中
死
す
、
六
十
五
歳
。
美
音
を
以
て
聞
え
た
る
太
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夫
な
り
。

○
五
月
八
日
、
五
代
目
市
川
寿
美
蔵
死
す
、
六
十
二
歳
。
晩
年
は
浅
草
公
園

の
宮
戸
座
に
出
勤
し
て
い
た
る
が
、
以
前
は
団
菊
の
舞
台
に
出
勤
し
て
、
老ふ

   

役 

け
や
く
を
得
意
と
し
た
り
。

○
九
月
、
明
治
座
に
て
市
川
莚
升
は
二
代
目
左
団
次
を
襲
名
し
、
親
譲
り
の

丸
橋
忠
弥
を
勤
む
。

○
十
一
月
十
日
、
文
芸
協
会
は
第
一
回
公
演
を
歌
舞
伎
座
に
開
く
。
狂
言
は

「
桐
一
葉
」
「
ヴ
ェ
ニ
ス
の
商
人
」
「
常
闇
」
。

○
十
二
月
十
一
日
、
三
代
目
片
岡
市
蔵
死
す
、
五
十
六
歳
。  

敵    

役  

か
た
き
や
く

と
老

役
を
以
て
知
ら
る
。

○
十
二
月
十
二
日
、
市
川
左
団
次
、
演
劇
研
究
の
た
め
に
欧
米
旅
行
の
途
に
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の
ぼ
る
。

　
　
　
四
十
年
（
丁
未
）
　
一
九
〇
七

○
一
月
、
演
芸
画
報
社
よ
り
『
演
芸
画
報
』
第
一
号
を
発
刊
。

○
一
月
二
十
日
、
角
藤
定
憲
、
大
阪
に
死
す
、
四
十
一
歳
。
壮
士
芝
居
の
開

祖
な
り
。

○
二
月
二
十
五
日
、
西
園
寺
首
相
邸
に
晩
餐
会
あ
り
、
芝
翫
、
八
百
蔵
、
高

麗
蔵
な
ど
の
歌
舞
伎
座
幹
部
俳
優
み
な
招
待
せ
ら
る
。

○
四
月
十
四
日
、
清
元
梅
吉
死
す
、
五
十
八
歳
。

○
六
月
一
、
二
日
、
本
郷
座
に
て
清
国
留
学
生
の
春
柳
社
演
劇
を
催
す
。
狂

言
は
「
ア
ン
ク
ル
ト
ム
ス
・
ケ
ビ
ン
」
に
て
、
好
評
。
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○
八
月
二
日
、
初
代
市
川
荒
次
郎
死
す
、
五
十
八
歳
。
初
代
左
団
次
の
弟
に

て
、
敵
役
と
道
化
役
の
達
者
な
り
。

○
十
月
二
日
、
山
口
定
雄
死
す
、
四
十
七
歳
。
こ
れ
も
新
派
劇
の
一
頭
領
な

り
。

○
十
一
月
十
一
日
、
満
鉄
総
裁
後
藤
新
平
が
主
宰
と
な
り
、
清
国
の
溥
倫
貝

子
殿
下
を
歌
舞
伎
座
に
招
待
し
て
演
劇
観
覧
。

○
十
一
月
二
十
二
日
、
文
芸
協
会
第
二
回
公
演
。
狂
言
は
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」

「
浦
島
」
「
大
極
殿
」
に
て
、
土
肥
春
曙
の
ハ
ム
レ
ッ
ト
好
評
。

　
　
　
四
十
一
年
（
戊
申
）
　
一
九
〇
八

○
一
月
、
歌
舞
伎
座
の
二
番
目
「  

競  

馬  

春  
廼  
魁  

く
ら
べ
う
ま
は
る
の
さ
き
が
け
」
に
て
、
競
馬
場
の
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舞
台
に
本
馬
を
用
う
。
騎
手
は
団
子
、
栄
三
郎
。

○
一
月
十
二
日
、
三
木
竹
二
死
す
、
四
十
二
歳
。
森
鴎
外
博
士
の
弟
に
て
、

医
学
士
、
劇
評
家
。
雑
誌
『
歌
舞
伎
』
の
発
行
者
な
り
。

○
一
月
、
明
治
座
は
左
団
次
帰
朝
後
の
第
一
回
興
行
と
し
て
開
場
。
諸
事
を

改
良
し
て
、
欧
米
の
劇
場
に
な
ら
い
た
る
興
行
法
が
、
一
般
観
客
の
反
感
を

買
い
、
さ
ん
ざ
ん
の
不
評
に
終
れ
り
。

○
二
月
、
歌
舞
伎
座
に
て
海
事
協
会
の
寄
附
興
行
あ
り
。
協
会
の
懸
賞
募
集

脚
本
に
、
長
谷
川
時
雨
女
史
の
史
劇
「
花
王
丸
」
当
選
し
て
、
一
番
目
に
上

演
。

○
六
月
十
七
日
、
歌
舞
伎
座
に
て
コ
ッ
ホ
博
士
歓
迎
観
劇
会
を
催
す
。

○
九
月
、
川
上
音
二
郎
の
妻
貞
奴
、
女
優
養
成
所
を
開
く
。
第
一
回
の
入
学
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生
は
森
律
子
、
村
田
嘉
久
子
、
初
瀬
浪
子
、
河
村
菊
江
ら
十
数
名
な
り
。

○
九
月
、
川
上
音
二
郎
は
革
新
劇
を
標
榜
し
て
、
明
治
座
と
本
郷
座
に
て
興

行
。
明
治
は
左
団
次
一
派
、
本
郷
は
新
派
の
深
沢
恒
造
ら
に
て
、
い
ず
れ
も

大
入
り
を
占
む
。

○
九
月
、
歌
舞
伎
座
に
て
沢
村
訥
升
は
七
代
目
沢
村
宗
十
郎
を
襲
名
し
、

「
高
野
山
」
の 

苅  
萱  
道  

心 

か
る
か
や
ど
う
し
ん

を
勤
む
。

○
十
月
五
日
、
本
所
の
寿
座
よ
り
出
火
し
て
全
焼
。

○
十
二
月
一
日
、
麹
町
区
有
楽
町
の
有
楽
座
落
成
し
て
開
場
式
を
挙
ぐ
。
華

族
紳
士
連
の
発
起
に
て
、
高
等
演
芸
場
の
目
的
に
て
建
築
さ
れ
た
る
も
の
な

る
が
、
の
ち
に
は
劇
場
同
様
と
な
れ
り
。
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四
十
二
年
（
己
酉
）
　
一
九
〇
九

○
二
月
、
歌
舞
伎
座
に
て
五
代
目
菊
五
郎
追
善
興
行
。

○
六
月
二
十
六
日
、
井
上
竹
次
郎
死
す
、
六
十
歳
。
明
治
三
十
年
よ
り
三
十

九
年
ま
で
歌
舞
伎
座
の
社
長
た
り
。

○
六
月
、
歌
舞
伎
座
に
て
市
川
団
蔵
、
一
世
一
代
の
仁
木
弾
正
を
演
じ
、
好

評
。

○
小
山
内
薫
、
市
川
左
団
次
共
同
し
て
、
十
一
月
二
十
七
、
二
十
八
の
両
日
、

有
楽
座
に
て
自
由
劇
場
第
一
回
公
演
。
狂
言
は
「
ボ
ル
ク
マ
ン
」
に
て
好
評
。

○
十
二
月
七
日
、
依
田
学
海
死
す
、
七
十
七
歳
。
明
治
二
十
年
前
後
に
は
演

劇
改
良
に
尽
力
し
、
自
作
の
戯
曲
「
吉
野
拾
遺
名
歌
誉
」
「
政
党
美
談
淑
女

操
」
な
ど
数
種
あ
り
。

71



　
　
　
四
十
三
年
（
庚
戌
）
　
一
九
一
〇

○
四
月
、
中
村
吉
蔵
監
督
の
も
と
に
、
東
京
座
に
て
新
社
会
劇
団
第
一
回
公

演
。

○
五
月
二
十
八
日
、
有
楽
座
に
て
自
由
劇
場
第
二
回
公
演
。
狂
言
は
ウ
ェ
デ

キ
ン
ト
作
「
出
発
前
半
時
間
」
、
森
鴎
外
作
「
生
田
川
」
、
チ
ェ
ホ
フ
作

「
犬
」
。

○
六
月
、
歌
舞
伎
座
に
て
市
川
女
寅
が
六
代
目
門
之
助
を
襲
名
し
、
伊
原
青

々
園
作
「
出
雲
の
阿
国
」
を
勤
む
。

○
九
月
、
明
治
座
に
て
先
代
左
団
次
七
回
忌
追
善
興
行
。
同
時
に
市
川
荒
次

郎
の
遺
子
福
蔵
、
二
代
目
荒
次
郎
を
襲
名
す
。
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○
九
月
、
歌
舞
伎
座
に
て
市
川
猿
之
助
は
二
代
目
段
四
郎
と
改
名
し
て
、
歌

舞
伎
十
八
番
の
「
鎌
髭
」
を
勤
む
。

○
十
一
月
、
井
上
正
夫
は
新
派
を
脱
し
て
新
時
代
劇
協
会
を
興
し
、
有
楽
座

に
て
シ
ョ
ウ
の
「
馬
泥
坊
」
、
チ
ェ
ホ
フ
の
「
熊
」
を
上
演
。

　
　
　
四
十
四
年
（
辛
亥
）
　
一
九
一
一

○
三
月
一
、
二
の
両
日
、
帝
国
劇
場
は
開
場
式
を
行
い
、
四
日
よ
り
興
行
す
。

狂
言
は
山
崎
紫
紅
作
「
頼
朝
」
と
「
伊
賀
越
」
「
羽
衣
」
。
俳
優
は
梅
幸
、

高
麗
蔵
、
宗
十
郎
、
宗
之
助
、
松
助
、
鴈
治
郎
に
て
、
見
物
席
を
す
べ
て
椅

子
席
と
し
、
入
場
料
を
切
符
制
度
と
し
た
る
外
国
風
の
興
行
法
が
人
気
を
呼

び
て
、
連
日
満
員
。
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○
五
月
、
明
治
座
に
て
岡
本
綺
堂
作
「
修
禅
寺
物
語
」
を
初
演
、
左
団
次
の

夜
叉
王
、
好
評
。

○
五
月
、
帝
国
劇
場
に
て
初
め
て
女
優
劇
を
興
行
。
主
な
る
女
優
は
森
律
子
、

村
田
嘉
久
子
、
初
瀬
浪
子
ら
に
て
、
女
優
劇
の
名
が
好
奇
心
を
誘
い
、
意
外

の
大
入
り
を
占
む
。

○
五
月
、
帝
国
劇
場
に
て
文
芸
協
会
公
演
。
狂
言
は
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」
。

○
七
月
、
柴
田
環
た
ま
き女
史
、
帝
国
劇
場
に
出
勤
し
て
独
唱
。

○
八
月
、
松
竹
会
社
が
歌
舞
伎
座
を
買
収
せ
ん
と
し
、
同
座
一
部
の
役
員
間

に
紛
糾
を
生
じ
た
る
が
、
結
局
松
竹
が
手
を
引
く
こ
と
に
な
り
て
和
解
す
。

そ
れ
と
同
時
に
座
附
の
芝
居
茶
屋
全
廃
論
も
出
で
た
る
が
、
未
解
決
に
終
れ

り
。
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○
十
月
二
十
六
日
よ
り
二
日
間
、
帝
国
劇
場
に
て
自
由
劇
場
第
五
回
公
演
。

狂
言
は
「
寂
し
き
人
々
」
。

○
十
一
月
、
歌
舞
伎
座
改
築
興
行
。
中
村
芝
翫
は
五
代
目
歌
右
衛
門
と
改
名
。

○
十
一
月
、
帝
国
劇
場
に
て
、
市
川
高
麗
蔵
は
七
代
目
松
本
幸
四
郎
と
改
名
。

○
十
一
月
十
一
日
、
七
代
目
市
川
団
蔵
死
す
、
七
十
六
歳
。
前
名
を
九
蔵
と

い
い
、
佐
倉
宗
吾
、
仁
木
弾
正
、
実
盛
物
語
な
ど
を
そ
の
当
り
役
と
し
た
り
。

団
菊
に
次
ぐ
名
優
と
称
せ
ら
る
。

○
同
日
、
川
上
音
二
郎
大
阪
に
死
す
、
四
十
八
歳
。
書
生
芝
居
を
初
め
て
東

京
へ
輸
入
し
て
、
新
派
劇
の
基
礎
を
作
り
た
る
功
労
者
な
り
。

○
十
一
月
十
八
日
よ
り
一
週
間
、
帝
国
劇
場
に
て
文
芸
協
会
公
演
。
狂
言
は

「
人
形
の
家
」
に
て
、
松
井
須
磨
子
の
ノ
ラ
好
評
。
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四
十
五
年
（
壬
子
）
　
一
九
一
二

○
一
月
七
日
、
中
村
善
四
郎
死
す
、
六
十
六
歳
。
晩
年
は
振
わ
ざ
り
し
が
、

久
し
く
市
村
座
を
経
営
し
た
る
劇
界
功
労
者
の
一
人
な
り
。

○
三
月
、
川
村 
花  
菱 
か
り
ょ
う

主
宰
に
て
有
楽
座
に
土
曜
劇
場
第
一
回
試
演
を
催
す
。

俳
優
は
藤
沢
浅
二
郎
経
営
の
俳
優
学
校
卒
業
生
な
り
。

○
三
月
、
歌
舞
伎
座
に
て
福
地
桜
痴
居
士
建
碑
興
行
。
狂
言
は
桜
痴
居
士
の

著
作
の
み
を
択えら
み
て
、
「
春
日
局
」
「
義
士
誉
」
「
春
雨
傘
」
「
新
七
つ
面

」
。

○
四
月
、
博
文
館
よ
り
『
演
芸
倶
楽
部
』
第
一
号
を
発
刊
。
三
年
の
後
、

『
演
芸
画
報
』
に
合
併
す
。
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○
四
月
二
十
七
日
よ
り
二
日
間
、
帝
国
劇
場
に
て
自
由
劇
場
第
六
回
公
演
。

狂
言
は
「
道
成
寺
」
「
タ
ン
タ
ヂ
ー
ル
の
死
」
。

○
七
月
、
明
治
天
皇
御
不
例
に
付
き
、
各
劇
場
は
二
十
日
頃
よ
り
相
前
後
し

て
休
場
。
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
明
治
劇
談
　
ラ
ン
プ
の
下
に
て
」
岩
波
文
庫
、
岩
波
書
店

　
　
　1993
（
平
成5

）
年9

月16

日
第1

刷
発
行

　
　
　2008

（
平
成20

）
年2

月15

日
第3

刷
発
行

底
本
の
親
本
：
「
明
治
劇
談
　
ラ
ン
プ
の
下
に
て
」
青
蛙
房

　
　
　1965

（
昭
和40
）
年6
月
初
版
発
行

※
底
本
の
奥
付
で
は
、
「
明
治
劇
談
　
ラ
ン
プ
の
下
《
も
と
》
に
て
」
と
な

っ
て
い
ま
す
。

※
カ
ッ
コ
内
の
書
入
れ
や
、
一
字
下
げ
に
て
記
載
せ
し
も
の
は
、
三
好
一
光

氏
の
編
集
に
よ
る
も
の
よ
り
削
除
し
ま
し
た
。
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入
力
：
川
山
隆

校
正
：
仙
酔
ゑ
び
す

2011

年3
月27

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w

w
.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た

の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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